
先ほどご紹介にあずかりました平井と申します. よ

ろしくお願いいたします.

次は ｢地域における障がい者スポーツの現状と課題：

指導者の立場から｣ というご報告になりますけれども,

指導者というスタンスを持つときもありますけれども,

どちらかというと僕は伴走者で一緒に走るという色の

ほうが濃い中で, 指導というポイントが必要な状況で

時々出すというかたちでさせていただいています. と

いうのも, やはり一緒にスポーツを行っているという

視点のほうが気楽ですし楽しいです. 初心者の方の場

合は何も知らないから教えなければならないという点

で指導者というスタンスが大きいところであります.

後半のほうに至りましては, 地域とかの定着について

どうしたらいいのかという部分を短距離の伴走, 長距

離の伴走, それぞれの問題点が, 先ほど三雲さんがおっ

しゃられたとおり異なる面がございますので, そこに

言及して提案をしていきたいと思っています. では,

本題のほうに入ってまいります. お手元の資料は詳細

に記してありますので, そこをかいつまみながら進め

ていきたいと思います.

まず, 全体の話としては, 視覚障がいの方のランニ

ングを取り巻く環境ということで全国的なものと鹿児

島のものを取ってそれぞれ見ていきたいと思います.

伴走の経験がない方もいらっしゃると思いますので,

伴走講習会ではありませんけれども, 一緒に走るとは

どういうことということを考えてみたいと思います.

伴走する前に知っておくべきことを押さえることがで

きれば先ほどありました四つの障壁もしくはそれまで

に必要なサポートということが自然と見えてまいりま

す. 具体的には四つ目に視覚障がい者ランナーの伴走

とは何かという点で伴走の種類やランニングのスタイ

ルの種類という点, それから伴走の方法の共通点と違

う点, それぞれにおける現状の問題点を考えていきた

いと思います. 最後にその提案を五つ目と六つ目で述

べていきます. では, 中に入ります.

しゃべってばかりではしょうがないので, 皆さんリ

ラックスして映像でもご覧になってください.

＜動画再生＞

これは去年の県障害者スポーツ大会のときの走って

いる様子です. これは�����メーターの伴走の最後の
ストレートです. もうちょっとランナーの方はだいぶ

疲れていらっしゃって, これは伴走が引っ張っている

のは本当は反則ですけれど, こうならないように気を

付けていただけたらなと思います. どれだけ微妙な段

階でも経験者が見たら一発で分かってしまうので, こ

れはルールを守る上で皆さん知っておいてください.

無事にゴールされましたね. 手に汗を握って皆さん応

援してくださいました. もう１点, これが����メーター
でこれぐらいのスピードレベル, もっと速い人もいらっ

しゃるのですけれど, こういうイメージを持たれなが

ら次の映像です. こちらが, 以前テレビで放送された

松下佳生選手です. ご存じの方もいらっしゃると思い

ますが, 彼の高校時代の最後の���メーターです. 映
像が小さくて申し訳ないですが, ちょっとご覧くださ

い.

＜動画再生＞

ちょっとうるさかったですね. 今, ���, ��メート
ル通過, 第４コーナーに差し掛かりました, これはコー

ナリングです.

もう一度つなぎ直します. ゴールする直前で途切れ

てしまって失礼しました. 後半のほうからもう一度続

きを見ていただきたいのですけれども, このストレー

トに入ってから, だいぶランナーも伴走者も共にバテ

のほうに入っておりますけれども, それでも走り切る

だけのスピードを持っています. この日のタイムが天

候が悪くて��秒台であまり優れなかったのですが, 初
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めて見られる方からすると ｢おお. すげえ｣ という感

じです. 今の僕が走ると, 多分自分の足がつっちゃう

のではないかなということで, 彼の伴走も試合のほう

は担わなかったというオチつきです. いまだに地域レ

ベルで見ればこのような走りになります. テレビはど

ちらかというと競技レベルで短距離に関してはリオパ

ラリンピックもあって見られた方が多いですけれど,

あれは正直言ってとんでもない世界です. ���メーター
でも��秒��でしたか. 見て, 伴走者の人はどう考えて
も��秒�とか��秒�, ��秒前半でないと担えないレベル
です. ���メーターは, 僕も映像で見ましたけれども,��秒��, ��秒��だったので, 伴走者の人は明らかに��
秒, ��秒後半ぐらいで, どう考えても日本選手権の決
勝レベル, 国際大会でいっても二次予選. 準決勝レベ

ルの人が走っています. となると一般の人ができるか

といったらできるわけがないのでそこでも人材確保の

問題が浮上します.

今から全国の動向のほうに話を移しますけれども,

まず����年代の頃から日本盲人マラソン協会が発足し
て代々木公園で練習会を開始します. 追うようにして

東京視覚障がい者ランニングクラブが始めてというの

が��年代の動きでした. この頃は東京でさえもいつで
も走れる人というのがいなくて, 組織化することによっ

て伴走者を集める場をつくったというのが大きな理由

だったのではないかなと思います. これは直接大学で

調査したときにお話を聞いたところです. それから��
年代に入って第二次ブームでランニングが一般化し始

める延長上で東京・新潟・愛知とかでだいぶクラブが

発足されて, そこでも活発に行われたいたのですが,��年代というとがっつり視覚障がい者スポーツが広がっ
ている時期ではなかったので細々と続けてた段階だと

思います. 日本は長野冬季五輪を皮切りにですけれど

も, アトランタからシドニーにかけて認知度がぐいぐ

い上がってきて, そこから����年で発足したクラブも
多く出ています. お手元の資料の一番最後の七つ目の

目次の内容のほうに, 全国のクラブをリスト化したの

があります. 当時大学院生で時間が取れたのでちまち

まやっていたら, こんなにいろいろあったのだなとい

うことを知りました. 大体発足から��, ��年ぐらいの
ところが半分ぐらいを占めていて, ��年代, ��年代発
足になると数は減っていきますけれども, そこになっ

てくると活動が��年, ��年の超ベテランレベルになっ
てきているところが多いかと思います. その中で, 実

を申しますと先ほど三雲さんがおっしゃっていました

ブラインドランナーズが����年に発足しまして, その
前身は僕がヘルシージョギングクラブという変な名前

のクラブをつくってしまいましたが, そこでシステム

などをつくったうえでブラインドランナーズに移行し

ました.

話はさらに戻りますけれども, シドニー五輪の����
年代のときに三雲さんの伴走を始めました. 最初何を

やっているのだろうと思ったら, 先ほどの鉄線走とい

うのをしていて, あまりに疑問だったので僕のほうか

ら話し掛けたら, 試合が来月ありますと言って, 僕は

そのとき全然三雲さんが何をやっているのか, 日本記

録保持者ということも知らなかったです. でも, 走り

たいからやりたいんだろうと軽い気持ちで言って電話

の連絡先も教えずに始めてしまいました. あとで大学

に電話がかかってきて, 当時は鹿児島大学の陸上部だっ

たんですけど, そこから始めるかたちになって, 練習

したら１カ月後に走ったレースが実は日本記録でした.

当時, 僕はそれ自体も信じられなくて, ｢本当に日本

記録なんか？｣ という感じで南日本新聞に掲載されて

初めて信じることができたというぐらい, 要は僕がそ

れぐらい知らなかったということでした. それを知る

ことによって, ただ三雲さんが練習すれば記録が伸び

ていくのが面白かったし, 大学で時間も取れるし自分

も練習できるしいいわという単純な理由で伴走してい

ました. 意味を理解し始めたのは大学の３年, ４年の

人生見つめなあかん頃になって意味を初めて振り返っ

たという, 超行き当たりばったりな道を歩んでいます.

さすがにフェスピック, 現在のアジアパラリンピック

と, ����の世界選手権に行ったときには, 国際大会
のトップクラスの走りを男女ともに見たときに, 日本

は脆弱だというのと同時に, アジアは日本以上に脆弱

な部分があるんだというのを思い知りました. という

のも, インドの女の子の選手は��歳で, 三雲さんが当
時��秒��で予選をゴールしましたが, その女の子は��
秒近くかかっていたんじゃないかなと思います. でも,

そんな子が世界選手権で来てて, これはまだやれるこ

とがいっぱいあるんだなという疑問がいろいろあって,

結局自分もこの視覚障がい者と伴走者の世界の研究を

したいという思いで修士課程と博士課程と勉強をさせ

てもらっております. まだ結果は出ておりません.

話はそれぐらいにして, それ以降どうなっていった

かですが, まず僕が伴走をして一緒に走るということ

生涯スポーツ実践研究年報
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を考えてみたいと思いました. 伴走者がランナーと一

緒に走るってどういうことかといいうと, ランナーと

伴走者が伴走を楽しむこと, 伴走がおこがましいのな

らペアラン, 並走でも構いません. 一緒に走ることで

す. ロープを持って一緒に走ることを楽しみながらラ

ンナーの目標を伴走者も一緒に達成することです. だ

からこの時点で目標が共有されていると思います. と

いうことでそういう経験を積んでいると, 自然と伴走

の方法とかランナーの集め方, 伴走者の仕方, また走

力を考慮したマッチング方法とかというのが自然と考

えられていくようになっていくと思います. 結局そこ

を考えないと目的に合った伴走ができないということ

が起こってしまいます. ただ, 人数が足りない場合は

先ほどにもありましたように変則的にレベルをも崩し

てするケースも起こってきます.

次, 伴走する前に知ってほしいことなんですけども,

伴走者が知っておかないといけないのは, ランナーが

どういう状況下でものを見ているか, そういうところ

から伴走のサポートが必要かというところです. 晴眼

ではっきり見えていれば���系のぞみがめっちゃ全部
見えますけど, 暗点や視野狭窄, 白内障等でさまざま

あれば見え方のグレードが変わってきて, 障害区分や

ロープが必要かそうじゃないかということも変わって

きます. それによって移動の問題ももろもろ出てきま

すので, そこはランナーの方と話し合って解決してい

きます.

伴走方法について, 簡単に三つまとめますと, ラン

ナーと伴走者が一緒に楽しむものであるということと,

ランナーとリズムを合わせて走る, ランナーの安全確

保を常に意識してランニングする, そのときに道のでっ

ぱり, コーナー, 傾斜の角度, それから人の混み具合,

どれぐらいで行くのかという判断のラインを, 伴走者

の表現できる範囲で, ランナーもたくさん聞きたい人

もいればあまりたくさん聞きたくない方もいらっしゃ

るのでしゃべり過ぎないように, 僕の場合しゃべり過

ぎないように, あとはいらない情報を与えすぎないよ

うに気を付けて走っています. そこは話し合ってです.

次には伴走の種類です. ロードと言っても楽しむジョ

ギングやランニングもありますけれども, これはブラ

インドランナーズになるちょっと前のまだみんなが若

い頃です. 甲突川沿いに走っています. 横の方は先ほ

ど走られたんですけど, ロードレース, ����メーター
以上の超長距離, トラックでは僕の若かりし頃の���

メーターとか���メーターもあります. フィールド競
技では, もろもろ投てきも跳躍もありますけど, これ

は立ち幅跳びで行った県スポーツ大会です. 前に足が

出ないように引いてからここではコーラーは置いても

置かなくてもいいんですけども, ピョーンと跳ぶと記

録が出るというかたちです.

ここから本題に入っていくんですけども, 長距離と

短距離の伴走の共通点と違いは何というところです.

まず共通点は, 一緒に同じ体重移動のスピードでリズ

ム良く走ることで, 両者の歩幅が近くなることです.

ピタッと合わせる必要はないと僕は思っていて, ピタッ

と合わそうとすると身体的にも心理的にもきついので,

走る結果合ってしまえばいいのではないかと, 最近は

走り合っています. ただ, 初心者のときはなかなかそ

れもぱっとできるわけではないので, 最初は合わせて

いくというスタンスなのかもしれません. 次に違う点

は何かというと, 明らかにスピードレベルです. これ

は主観ですけれども, 短距離だと７割から全力です.

例えば三雲さんが当時��秒, ��秒の頃は, 僕はあまり
速くなくて��秒台でしたけど, 大体６割, ７割ぐらい
で走っていました. だけど, 横が男性で��秒とか��秒
になってくると全力疾走に近い状態であまり質の高い

伴走にはなりませんけれども, それでもリズムを合わ

せて走ります. 長距離ではゆっくりジョギングレベル

から５, ６割ぐらいになってきます. もう６割, ７割

になってくるとどっちかというとスピード選手になり

ます. 伴走者の志願数は長距離は多く, 短距離は極端

に少ないです. 短距離になってくると, 昔走っていて

も今走れるかというとその保証もない面もあるので,

今現時点で体力が充実している人をピンポイントで狙

わないとなかなか見つかりにくいというのもあります.

そこでやはり学生とか学生上がって間もない��, ��の
若い人, もしくはマスターズでがんがん競技を続けて

いるような人というのが短距離には適している方が多

いかもしれません. ただ, そこも未開拓な面もあるの

で, いろいろ実践面, 調査面, 研究面でも進めていき

たいと思っております.

次は伴走者の現状と問題点です. 結局五つまとめた

ら問題点が二つ挙がります. 一つは先ほど申しました

伴走者の集まりやすさです. 短距離集まりにくい, 長

距離集まりやすいです. そして, ランナーも伴走者も

１対１問題というのがあります. これは勝手に僕が１

対１と言っていますけれども, 長距離はブラインドラ
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ンナーズが��年ちょっとあって今現在の時点でもほぼ
１対１です. 当時４, ５人ぐらいから始まって伴走者

も４, ５人ぐらいだったのが, 時々伴走者が多いとき

もありますけど, ��, ��人に来たら��, ��人ぐらいで
計��人前後で行っていることがちらほらあります. 前
半は幽霊部員だったので詳しくは三雲さんにお聞きい

ただければと思います.

次に解決方法ですけれども, これを考えてみたとき

に, 全国のいろいろなベテランの伴走者の人に聞くと,

やっぱり最低３人は要るよという方が多いです. 実際

に����, 日本盲人マラソン協会の鈴木邦雄さん, 伴
走の神様という方がいますけれども, その方も１対３,

伴走伴歩クラブの代表者の方も１対３, これは多くの

ところで１対３はやはり言われています. 僕もこれを

聞く前からやはり１対３で最低３人はいるといいなと

思っていました. それは自分の負担も少なくなるから

とそのほうが楽しめるからというのです. もう１点の

４点目がマッチング問題です. マッチングする際には

やはりクラブという母体があったらいい, 長距離はブ

ラインドランナーズがあるからそれがやりやすい, 短

距離はコミュニティがあまりないので短距離選手の伴

走者が引き合う場面が少ないというのも集まりにくい

原因の一つかとは思われます. 最後に見つける方法で

す. ブラインドランナーズでは, 長距離は現行の体制

から伴走者を増やせますが, 短距離の場合は中・高・

大学のクラブもしくは先生方, もしくは大学であれば

サークルとかでもいいので運動しているところとのネッ

トワーク, ハブになる人と知り合うことが一番重要か

なと思います. そうでなければなかなか人を引っ張っ

てこられません.

ここで提案です. 視覚障がい者ランナーとランニン

グ環境の整備に向けた今後の課題と提案です. 一つ目

が, ブラインドランナーズに所属する鹿児島市内もし

くは市の郊外で, また市外のメンバーの居住地域で伴

走講習会を企画し実施することです. もう�点は出前
した地域で学校とか小・中・高があったら授業の一環

として実施するパターンも考えられれば放課後に受講

者を募集して小学校・中学校の放課後教室として行っ

てみることです. 小・中・高・大です. もしくは���
行事として土日に実施して, その一環として入らせて

もらうということも考えられるかと思います. 自分が

鹿児島市の吉野の雀ヶ宮なので, やろうかと思ったら

みんな集まってワーッとやったあと最後に懇親会等開

けばまた交流ができるというデザインができます. 地

域を生かすためにあとは町内会と愛好会, 特に鹿児島

は愛好会の動きがすごくしっかりされているのでそこ

ら辺でアクセスできればあとは��年, ��年先の人材が
もしかしたら見出せるかもしれません. そこをやって

みたいところです. もう１点, 今回は視覚障がい者を

メインに述べましたけれども, 全国障害者スポーツ大

会を通じて知的, 切断, 車いすのかたがたとも関わっ

てますので, そちらも強化していけたらなというとこ

ろで, 先ほど丸野さんがおっしゃられていた点と共通

しますけれども, 県内の各特別支援学校・養護学校で

学生や先生方の協力を募って, できたら定期的に練習

して行けたら. そして, 出前教室と実際開くのは年に

２, ３回できれば地域でのリーダーも育成ができるの

ではないかと思います. 教室以外でも普段の練習をど

のようにしてすればいいかという悩みを聞いてあげれ

ば, 悩みを聞いてあげるだけで案外元気が出て動くよ

うになれる方もいらっしゃるかもしれません. そこら

辺もして行けたらと思っています.

話がいろいろなところに飛んでしまいましたが, 伴

走者の実践者として, ある一端で指導者としての意見

を述べさせていただきました. 長い話にはなりました

が, ありがとうございました.��：ありがとうございました. それでは松本先生の
ほうからコメントをお願いします.��：平井さんから発表いただいたのを伺いながら,
最後にご本人もおっしゃっておられましたが, 指導者

という立場ということですが, 競技のコーチとパート

ナーであり, また障がい者スポーツのサポーター, で

あり, 仲間, そして, よき理解者であるという多面的

な関わりを持っておられますね. 障がい者スポーツの

指導者には, 平井さんのようなライフワークにされて

おられる方が少なくないなと感じています. それはさ

ておき, 私自身, 視覚障がい者の陸上競技の詳細につ

いては知りませんでしたが今回のお話しを聞いてとて

も関心を持ちました. 障がい者スポーツの全般にいえ

ることですが, 普及・推進を図るうえで, まず,“知

る”ということがとても大切ですね. まさに今, スポー

ツ庁の推進計画の中にもありますが, 障がい者を, ま

た障がい者スポーツを“知る”ことによって“興味・

関心”をもち, 機を逸しないタイミングで“親しむ”,
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その中で, 相互に“学ぶ”といった一連のステップを

経ることで, 今, まさに平井さんがなさっている, い

ろいろなところに“繋ぐ”という拡がりになるのだと

感じています. また, これは今回の発表から逸れます

が, 障がい者スポーツ指導者養成というのは, 現状資

格を持っていらっしゃる方が�万�����人ぐらいおら
れるようです. それを５万人にするという計画が����
年のパラリンピックに向けてありますが, どう増やし

ていくのか, このステップを通して, 第二, 第三の平

井さんのような方が出てこられると, 障がい者の競技

スポーツ, 障がい者スポーツ全般の拡がりに繋がって

いくのかな, と思った次第です. 地域では, 障がい者

スポーツを拡げるために考えなくてはならない二つの

側面があると思います. 一つは, 障がい者自身の参加

の促進, するスポーツの推進, 二つ目は, 先ほどもコ

メントしましたが, サポーターの獲得です. ささえる

スポーツの促進です. この両方のどちらが欠いてもう

まく進みません. 現時点では, 三雲さんのようなパラ

リンピアンも精力的に地域で活動され, 障がい者スポー

ツの魅力を身近にみることもできる状況だとおもいま

す. お話しにもありましたが, 学校では部活動があり

ますし, 生徒・学生のみなさんのみならず, ご家族や���, 地域の自治会をも視野に入れ, 教育活動をきっ
かけとした広報活動は双方にとってメリットがありま

す. その折に, 明るく, ポジティブな側面を前面に出

していただき, プログラムには気軽に参加できるよ,

といった雰囲気の醸造が大切です. 地域におられる障

がい者ご自身, また少しでも関心を持った方々が,

“ともにスポーツをたのしむ”という基本的なスタン

スに立ち返ることができれば, 理解者が増え, 参加者

の増加, 推進にプラスになっていくと思います. 他に

も, 陸上競技の愛好家グループなどターゲットを絞っ

た志向別のスカウティングも必要でしょう. それらの

ことも含め, ���などを通しての情報発信を, できれ
ば障がい者ご自身が, またサポーターなど活動体験者

によるポジティブな生の声を発信していただくことも

大切ではないかと思っています. 最後に, 障がい者ス

ポーツ指導者のすそ野を拡げるには, 全国の各市町に

おられるスポーツ推進委員の方々の理解が, 個また組

織的な連携と協働が得られるようになれば, 大きな変

革に繋がるのでは, と個人的には思っています. あり

がとうございました.

��：ありがとうございました.平井：地域における障がい者スポーツの現状と課題�指導者の立場から －視覚障がい者ランナーを取り巻くランニング環境を例として－

―��―



生涯スポーツ実践研究年報

―��―



平井：地域における障がい者スポーツの現状と課題�指導者の立場から －視覚障がい者ランナーを取り巻くランニング環境を例として－
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